


























別紙５　事前の提出書類提出時のチェックリスト 

No. 項目名 チェック事項
チェック欄

☑または、選択肢のある項目は、該
当箇所を〇で囲むこと。

1 入札書

・入札説明書、仕様書、契約書（案）を熟読のうえ、その内容を
理解したうえで、入札しているか。（入札書提出後の仕様書等に
ついての不知、不明を理由とした異議申し立ては認めない。） □

2 入札書
・入札書の日付が、事前提出書類の締切日以前となっているか。
・代理人が入札する場合、入札書に記載する日付は、委任状に記
載された日付と同日以降となっているか。

□

3 入札書

・入札書を封入する封筒には氏名、開札日、件名等の必要事項が
記入されているか。
・封をした箇所に入札者の印で封印が押されているか。
・郵送で入札書を提出する場合は二重封筒となっているか。

□

4 入札書・委任状

・件名に間違いはないか。
・記載項目に抜けはないか。
・入札書に記載する入札金額について、入札説明書や、入札書の
注意書きを確認したうえで、正しく記載しているか。

□

5 参考見積書

・経費の内訳が記載されているか。
・単価契約方式については、「一式」ではなく、「単価×予定数
量」の内訳が記載されているか。
※入札説明書で参考見積書の様式が示されている場合は、そのと
おりに記載されているか。

□

6 開札当日
・開札当日は参加するか。（不参加の場合は、No.7-No.11の項目
は7のみ回答）

参加　　・　　不参加

7 開札当日
（開札当日不参加の場合のみ回答）
・１回目の入札で落札に至らなかった場合、２回目は辞退として
取り扱うことを理解しているか。

□

8 開札当日
・開札当日に参加するのは競争加入者本人か、それとも代理人
か。

競争加入者　　・　　代理人

9 開札当日
・開札当日は競争加入者本人または代理人の、各社１名のみしか
会場には入場できないことを理解しているか。また、開札の遅刻
が認められないことも理解しているか 。

□

10 開札当日

・全応札者の入札額が予定価格の範囲内に達しなかった場合、直
ちに再入札を行うことを理解しているか。
・再入札時の金額について、外部と連絡を取って決めることがで
きないことを理解しているか 。

□

11 開札当日

・開札当日には、参加者の名刺、再度入札に備えて印鑑の持参が
必要であること、また、競争加入者以外の代理人が参加する場合
には委任状（事前提出している場合を除く）の持参が必要である
ことを理解しているか。

□

12 落札内訳書
・落札が決定した場合は、「落札内訳書」を速やかに提出しなけ
ればならないことを理解しているか。（作成日付は開札日と同日
とし、落札金額の内訳を記載すること）

□

必ず記載内容をご確認いただき、チェック欄に記入したうえで、他の事前提出書類と合わせて提出してください。

　
                          【確認日】令和　　 年　 　月　 　日

　　　　　　　　　　　　　【会社名】

　　　　　　　　　　　　　【確認者】













【別冊２】

　本業務は、指定された浄化槽施設へ専任係員を派遣し、仕様及び法令に基づきその機能を十分に発揮
させ、これを維持していくことを目的とするものとする。

　１．施設の型式・規模
　　　　本館　　　　　汚水処理施設　　　 活性化汚泥長時間バッキー方式 ５００人槽　１２５m3／日
　　 　 野球場　 　　小型合併浄化槽　　小型合併浄化槽 　 　５人槽　 　１m3／日
　　 　 キャンプ場　 汚水処理施設　　　 合併処理浄化槽  ４８０人槽 　６０m3／日

　２．期　　　間
　　　　平成２５年１０月１日～平成３０年９月３０日令和7年１０月１日～令和10年９月３０日

　３．業務実施回数（ただし、５．（４）及び（５）の水質検査を除く。）
　　　　５００人槽は、月４回とする。（保守点検144回　法定検査3回）
　　　　５人槽は、年３回とする。（保守点検９回　法定検査3回）
　　　　４８０人槽は、月２回とする。（保守点検７２回　法定検査3回）

　４．資格
　　　　浄化槽管理士を１名以上置くものとする。

　５．実施方法
　　（１）本業務は、浄化槽設備及び関連機器の取扱説明書に従って業務を行うものとする。

　　（２）浄化槽管理士を上記３．業務実施回数のとおり派遣し、機械及び電気設備を巡察し、点検調整を行う
　　　　とともに、浄化槽施設内の清掃を行い常に施設内を清浄に保つものとする。業務実施後は、点検施設
　　　　毎に別紙点検記録表に記入し、発注者に提出するものとする。
　　　　浄化槽設備が緊急を要する場合は適宜対応するものとする。

　　 （通常の維持管理保守業務）
　　　 ・浄化槽の点検、調整、清掃
　　 　・付属機器の点検、調整、清掃
　　 　・消毒薬品の点検
　　 　・放流水の残留塩素、ＰＨ、透視度、ＧＲの測定、水温の測定記録

　　（点検事項）
事　　　　項

流入部
バースクリーン

原水槽

特　　記　　仕   様   書

  国立沖縄青少年交流の家　汚水処理施設 維持管理保守業務は下記及び建築保全業務共通仕様書
（令和５年版）、文教施設保全業務標準仕様書（令和５年版）のとおりとする。

ＳＶ３０の計測値

沈殿槽

汚泥引き抜きの要・不要
エアーリフト汚泥返送・移送状況

ばっ気槽

目づまりの有・無

調整槽

ポンプ運転状況

一般水質検査

スカム発生状況
異物の付着の有無

放流槽

キャリーオーバーの有無
薬品補充の要　・　不要

内　　　容
汚水の流入状況

ポンプ運転状況
ばっ気槽内水流状況

ばっ気状況

汚水調整状況

ばっ気槽内ろ材目詰まり

散気管の目詰まり状況

透視度
水素イオン濃度（ｐＨ）

残留塩素濃度
亜硝酸反応

臭気　・　発泡状況

ポンプ運転状況
水温　（　℃　）



　　（３）本業務に必要な薬品等消耗品については、受注者負担とする。

　　（４）下記検査項目について、年１回の特殊水質検査を行うものとする。
　　　　水質検査終了後は、分析結果報告書（任意様式）を添えて発注者に提出すること。

検査項目 基準値
・　水 素  イ  オ  ン  濃  度  （ Ph ）　 ５．８～８．６
・　生物化学的酸素要求量　（BOD）　２０～３０mg/l
・　浮　    遊　    物 　    質　（ SS ）　５０～７０mg/l
・　大　  腸 　 菌　  群　  数　( col ）　 ３，０００個／ml以下

　　（５）関係法令に定める方式により、年１回の水質検査を行うものとする。（浄化槽法第１１条検査）
　　　　水質検査終了後は、浄化槽法第５７条の浄化槽指定検査機関からの検査報告書を添えて発注
　　　　者に提出すること。

　　（６）設備全般に関する劣化、消耗については、取替補修等の処理依頼を事前に行うものとする。

　６．この仕様書に定めない事項について、これを定める必要がある場合は、発注者、受注者において協議
　  して定めるものとする。　　



汚水処理施設点検記録表 【別紙】

記　録　日 天　　候

点検施設に✔

チェック点検部 備　　考

流入部

バースクリーン

原水槽

連絡事項

○○○○社 国立沖縄青少年交流の家
記録者 管理者

スカム発生状況

亜硝酸反応

ポンプ運転状況

汚水調整状況

ポンプ運転状況

ばっ気槽内水流状況

異物の付着の有無

残留塩素濃度

散気管の目詰まり状況

　　　年　　　月　　　　日

点　検　事　項

汚水の流入状況

目づまりの有・無

晴れ　・　曇り　・　雨

　正常　・　異常

多量　・　少量　・　無

有　・　無

ポンプ運転状況 良　・　不良　・　故障

　℃　

ｃｍ

キャリーオーバーの有無

透視度

水素イオン濃度（ｐＨ）

水温　（　℃　）

良　・　不良　

要　・　不要

有　・　無

％

要　・　不要

有　・　無

悪臭・微臭・無臭・泡有・泡無

一般水質検査

点　検　結　果

有　・　無

良　・　不良　・　故障

良　・　不良　

良　・　不良　・　故障

良　・　不良　

良　・　不良　

薬品補充の要　・　不要

ばっ気状況

調整槽

ばっ気槽

沈殿槽

放流槽

良　・　不良

ばっ気槽内ろ材目詰まり

臭気　・　発泡状況

ＳＶ３０の計測値

汚泥引き抜きの要・不要

エアーリフト汚泥返送・移送状況

　キャンプ場　汚水処理施設　合併処理浄化槽

５００人槽　１２５m3／日

　 　５人槽　 　１m3／日

 ４８０人槽 　６０m3／日

点検施設名称

　本館　汚水処理施設　活性化汚泥長時間バッキー方式

　野球場　小型合併浄化槽　小型合併浄化槽



k.higaonna
ハイライト表示

k.higaonna
ハイライト表示

k.higaonna
ハイライト表示



機関名 所在地 団地番号 作成年度 図面番号独立行政法人
国立青年の家　図面台帳 ○○ H16 ○○

Ｈ

石碑

水道
水タンク

タンク

タンク

水処理場

集団自決跡場山

研修棟１

研修棟２

村道

管理棟

研修棟３

体育館

ヘリポート

敷地面積 建築面積 延べ面積 建ぺい率 容積率 縮尺

S37 R2 1,325

S37 B1 378 S37 B1 264

S48 R2 2,589

S37 R2 1,325

S38 B1
317

食堂棟
H13 R1

1,036

S37 B1 89

1/350010,049.32㎡ 13,190.75㎡

国立沖縄青年の家 沖縄県島尻郡渡嘉敷村渡嘉敷２７６０

S50 RS1 1,635

宿泊棟
第二

第一
宿泊棟

管理
研修棟

S37 B1 230
野外研修センター

S48 R1 240

浴室棟

講師棟
S41 B1 192

倉庫

S37 B1 139

倉庫

S37 B1 446

322.410㎡ 3.1％ 4.1％

（スバル）

第三宿泊棟

H7 R2 1,451


